


















































































































































































A 病院は2011年10月に4床の集中治療室（以下 ICU）を開設した。ICU 経
験者と臨床経験5年目以上の看護師14名でローテーションを開始した。ICU
未経験のスタッフが過半数であった為、クリティカルケア看護を実践する上で
必要な知識と技術の獲得が必要であった。そして、日々の看護実践からの学び
と共に、患者の現状を理解しアセスメントする能力を備えることが重要である
と考えた。そこで、ICU 開設から現在におけるスタッフ教育の取り組みを報
告する。
【倫理的配慮】
データは個人が特定されないように配慮し、院内の倫理委員会の承認を得た。
【取り組みの実際】
ICU での必要な知識や技術に分類したチェックリストを作成し、各項目すべ
て「できる・わかる」を目指した。そこで、その知識や技術の習得を目的に、
教育係りが中心となり、毎月それぞれが企画した呼吸や循環、人工呼吸器や補
助循環等の勉強会を開催した。そして、日勤にて30分程度のミニ勉強会を実
施した。自らの知識や技術の現状を把握する為に、6か月、12か月、24か月
を目安に評価を行った。また、ICU の看護計画用紙を作成した。この用紙を
用いて、毎日カンファレンスを行い、患者の現状をアセスメントし、スタッフ
で共有し看護計画の評価、修正を行い、看護過程を展開した。アセスメント能
力を高める為に SOAP での記載に重点を置いた。
【結果・考察】
チェックリストの項目に沿った勉強会を開催したことで、知識や技術の習得に
繋がり、評価も「できない・わからない」から「できる・わかる」となった。
日々変化する患者の状態を毎日 SOAP で記載することは、アセスメント能力
の向上に効果的であった。これらのことは、Ａ病院 ICU において、統一した
クリティカルケア看護実践に繋がるのではないかと考える。
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